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第２章 侯方域「于謙論」 ―「于謙は社稷の臣に非ず」― 
第３章 侯方域「于謙論」への反応 
第１節 侯方域「于謙論」の反響 
第２節 于謙のための弁明 ―于謙に深慮あり― 
第３節 于謙のための献策 ―于謙は何時、如何に動くべきであったか― 
第４節 景泰帝・于謙のための洗冤 ―易儲は非にあらず― 
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林党と復社―』（同朋舎、1996年）「第七章 復社の運動」、章建文『呉應箕研究』（安徽大学出版社）下篇































































































                                                                                                                                                        
る人士があいかわらず存したことが指摘され、具体例として呉應箕の所論が挙がっている。 














































































編 第三章 交渉開始」の 508頁以下、同『モンゴルに拉致された中国皇帝―明英宗の数奇なる運命―』














































編 第七章 交戦烈々」の 604 頁以下、同『モンゴルに拉致された中国皇帝―明英宗の数奇なる運命―』
「第３章 まとまらない講和」の 134頁以下を参照。 





















































































































































































































































34  侯方域の伝記事項については、王樹林〔校箋〕『侯方域全集』（人民文学出版社、2013 年）の「前言」
と附録の「傳誌」「侯朝宗年譜新編」を参照。その古文については、狩野直喜『清朝の制度と文学』（みす
ず書房、1984年）「清朝文学 第一編・順康・雍正時代 第一章 古文 第一節 侯方域」、また、孔尚任『桃
花扇』中の侯方域については、田中謙二〔編〕岩城秀夫〔訳〕『戲曲集（下）』（平凡社中国古典文学大系、
1971年）の岩城秀夫「解説」をそれぞれ参照。 








































































































































































































































































































































































































同              「于謙後論」、同 
魏際瑞（萬暦四十八〔1620〕年生） 「于忠肅論」、『魏伯子文集』巻五  
王嗣槐（萬暦四十八〔1620〕年生） 「于太傅論」一～五、『桂山堂文選』巻四 
毛先舒（萬暦四十八〔1620〕年生） 「于太傅論」上・下篇、『潠書』巻三  
    同              「答寧都魏冰叔書」、『潠書』巻七 
王弘撰（天啓二〔1623〕年生） 「侯朝宗責于忠肅論」、『砥齋集』巻三  
同            「于忠肅」、『山志』初集巻六 
毛奇齡（天啓三〔1623〕年生） 「明景泰帝讓位禮・易儲禮」、『經問』巻五第二条 
同            「英宗復辟事」、『經問補』巻二第二条 
魏禧（天啓四〔1624〕年生 「與毛馳黄論于太傅書」、『魏叔子文集外篇』巻五、 
同          「伯兄于忠肅論附識」、『魏叔子日録』巻三第百二十条 
呉肅公（天啓六〔1626〕年生） 「于謙論」、『街南續集』巻一 
陸次雲          「于忠肅論」、『北墅緒言』巻二 
同          「于忠肅」、『尚論持平』巻二 


















































                                                          
59 「蓋此論關係兄弟・君臣大義、言不合道、則貽禍天下萬世不小、不獨文章巧拙之故。」 
































































































































































































































































































































































































集部所収（第 7輯第 27冊）の康熙刊本影印を使用。 







































乎？ 爲沽名乎、爲受謗乎？ 爲慮一己之失寵乎、爲計國家之所以處骨肉乎？ 公即欲與人言之、言之而
終不見信耳。」 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































章 古文」の 47頁。 
- 147 - 
 
侯方域流の警抜さを売りとした論でこそないものの、ただし、客観的情勢と当事者の心情を勘
案しつつ道義を問題にする点では、やはり史論史学の型を履むことに相違はなかった。 
侯方域とその批判者たちが共有していた史論史学という土俵の性格を浮かび上がらせるの
は、于謙をめぐる議論に参加しつつも、一人、半ば局外に立ち位置をとっていた毛奇齡の立論
である。毛奇齡は、こと易儲に関しては、于謙の深慮、英宗と景泰帝の優劣は一切、問題にす
ることなく、礼制解釈に切り詰めて、景泰帝の易儲が、「兄→弟→弟の子」という皇位継承の標
準に合しているとして正当性を論じた。毛奇齡が、自身の于謙論に関して遺命したという「恐
踏宋人史論結習、戒勿多存」とは、その意図するところがこれ以上には説明されておらず詳細
はうかがいえないが、彼の于謙論は、確かに、「宋人史論」の窠臼を超出するものであった。毛
奇齡を傍らに置くことで、苛責論と弁護論を問わず、明末清初における于謙論の質的な共通性
―――粗探しであれ贔屓の引き倒しであれ、「人情時勢についての揣摩」を出るものではない―
―が見えやすくなるように思われる。 
